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危
険
空
き
家
除
却

補
助
金
の
状
況
は

中
心
市
街
地

憩
い
の
場
存
続
を

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場

物
産
展
で
集
客
を

連
続
的
か
つ
集
中
的
に
発
生
し
て
お

り
、
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
。

　

本
市
で
は
事
故
防
止
の
取
り
組
み

と
し
て
、
市
内
の
事
故
状
況
を
分
析

し
、
反
射
材
の
普
及
啓
発
に
重
点
を

置
き
、
高
齢
者
に
反
射
た
す
き
や
靴

の
か
か
と
に
貼
付
す
る
反
射
材
を
配

布
し
、
自
分
の
身
を
守
る
対
策
を
学

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
県
警
の
「
人
も
車
も
見
る

見
せ
る
運
動
」
と
も
連
携
し
、
反
射

材
や
ラ
イ
ト
の
携
行
を
強
く
訴
え
て

い
る
。

　 

多
田
議
員　

老
朽
危
険
空
き
家
除

却
に
対
す
る
補
助
金
の
申
請
状
況
と

交
付
状
況
、
今
後
の
緊
急
物
件
へ
の

対
応
は
。

　 

生
活
環
境
部
長　

今
年
度
は
72
件

の
補
助
申
請
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
51

件
が
補
助
要
件
を
満
た
し
て
い
た
。

老
朽
危
険
度
が
高
い
も
の
か
ら
交
付

決
定
し
、
今
年
度
は
24
件
の
予
定
で

あ
る
。
残
り
の
27
件
は
次
年
度
以

降
、
優
先
的
に
可
能
な
限
り
対
応
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
緊
急
物

件
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
に
補
助
制

度
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
除
却
を

促
し
て
い
る
。
今
後
も
情
報
収
集
に

努
め
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境
保
全

に
努
め
る
。

ＱＡ

市内に点在する空き家

　 

三
宅
議
員　

ス
ペ
ー
ス
１
１
４
で

運
営
さ
れ
て
い
る
食
堂
兼
カ
フ
ェ

「
ひ
だ
ま
り
」
は
中
心
市
街
地
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
お
り
、
存
続

を
訴
え
て
き
た
が
、
見
通
し
が
立
っ

て
い
な
い
。
存
続
に
向
け
た
市
の
考

え
を
伺
う
。

　 

市
長　

「
ひ
だ
ま
り
」
は
旧
百
十

四
銀
行
の
建
物
を
借
り
て
運
営
さ
れ

て
い
る
が
、
耐
震
性
の
問
題
も
あ

り
、
所
有
者
に
返
還
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。「
ひ
だ
ま
り
」
の
存
続
に

は
、
場
所
の
確
保
や
運
営
経
費
の
調

整
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
簡
単
に
解

決
で
き
な
い
と
考
え
る
が
、
高
齢
者

の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は

認
識
し
て
お
り
、
存
続
に
向
け
て
最

大
限
努
力
し
た
い
。

ＱＡ

閉館したスペース114

　 

神
田
議
員　

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場
は

立
地
面
の
条
件
が
よ
く
、
様
々
な
活

用
方
法
が
あ
る
と
考
え
る
。
ボ
ー
ト

レ
ー
ス
に
来
た
こ
と
が
な
い
人
も
気

軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
市
と
ゆ
か
り
の
あ
る
土
地
の
物

産
展
を
定
期
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

  

競
艇
事
業
局
長　

丸
亀
ボ
ー
ト
で

は
戦
略
の
柱
の
一
つ
と
し
て
本
場
活

性
化
を
掲
げ
て
お
り
、
ゆ
か
り
の
地

の
物
産
展
開
催
は
多
く
の
お
客
様
に

来
場
い
た
だ
く
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
て

い
る
。
そ
こ
で
来
年
度
は
、
近
隣
ボ

ー
ト
レ
ー
ス
場
相
互
の
物
産
展
を
順

次
計
画
し
て
い
る
。
今
後
も
音
楽
、

ア
ー
ト
、
季
節
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し

た
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
物
産
展
を
通
じ

て
、
本
場
活
性
化
に
努
め
た
い
。

Ａ

Ｑ

ボートレース丸亀
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相
次
ぐ
職
員
不
祥
事

対
策
に
条
例
制
定
は

水
道
広
域
化

本
市
の
水
源
を
守
れ

ふ
る
さ
と
納
税

運
用
の
見
直
し
は

変
わ
る
介
護
保
険

市
民
へ
の
影
響
は

豪
雨
災
害

危
険
箇
所
の
対
策
を

　

 

藤
田
議
員　

税
の
公
平
性
の
観
点

か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
市
民

が
本
市
に
寄
附
し
た
場
合
、
返
礼
品

の
贈
呈
か
寄
附
金
控
除
か
の
選
択
制

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

  

市
長　

所
得
税
法
な
ど
で
規
定
さ

れ
た
寄
附
金
控
除
を
行
政
が
し
な
い

よ
う
に
指
示
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
ま
た
、
市
民
へ
の
返
礼
品
を
贈

呈
す
る
自
治
体
は
全
国
に
も
多
く
、

住
民
税
が
非
課
税
で
も
寄
附
し
て
く

だ
さ
る
な
ど
、
本
市
の
役
に
立
ち
た

い
と
思
う
市
民
も
大
勢
お
り
、
そ
の

善
意
に
対
し
て
返
礼
品
を
贈
呈
し
て

い
る
。

　

今
後
も
、
制
度
を
通
じ
て
地
域
活

性
化
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
本
来
の
意
義
に
則
し
た
寄

附
を
募
り
た
い
。

　

 

国
方
議
員　

職
員
の
不
祥
事
が
多

発
し
、
倫
理
が
問
わ
れ
て
い
る
。
職

員
基
本
条
例
を
作
る
考
え
は
。

　
 

市
長
公
室
長　

公
務
員
は
全
体
の

奉
仕
者
と
し
て
業
務
を
遂
行
す
る
必

要
が
あ
り
、
本
市
で
は
現
在
、
地
方

公
務
員
法
を
職
員
管
理
の
基
準
に
、

そ
の
範
囲
内
で
個
別
に
条
例
・
規
則

を
定
め
て
運
用
し
て
い
る
。
同
法
の

趣
旨
に
抵
触
し
な
い
範
囲
で
、
自
治

権
を
明
確
に
す
る
た
め
の
条
例
・
規

則
で
は
あ
る
が
、
自
治
権
の
行
使
に

は
、
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
自
治
体

を
目
指
し
、
厳
格
に
対
応
す
る
。

　

今
後
、
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
他

市
の
動
向
を
注
視
し
、
時
代
の
潮
流

に
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
情
報
収
集

に
努
め
る
。

Ａ

ＱＱ Ａ

　

 
中
谷
議
員　

県
下
水
道
一
元
化
計

画
で
は
、
市
内
の
浄
水
場
が
８
か
所

か
ら
３
か
所
に
減
ら
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
渇
水
や
災
害
時
に
は
自

己
水
源
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
、
自

己
水
源
全
廃
に
な
っ
て
い
る
綾
歌
・

飯
山
地
区
の
計
画
は
見
直
す
よ
う
強

く
求
め
る
。

　

 

水
道
部
長　

広
域
事
業
開
始
後
、

整
理
統
合
さ
れ
る
予
定
の
浄
水
場
な

ど
５
施
設
の
う
ち
、
水
質
が
良
好
で

安
定
的
に
取
水
で
き
る
水
源
は
予
備

水
源
と
す
る
方
向
で
準
備
協
議
会
で

検
討
し
て
い
る
。

ＱＡ

　

 

加
藤
議
員　

来
年
度
か
ら
始
ま
る

介
護
保
険
の
「
総
合
事
業
」
は
、
従

前
と
比
べ
て
何
が
変
わ
る
の
か
。
ま

た
、
市
民
へ
の
影
響
と
し
て
、
サ
ー

ビ
ス
低
下
や
利
用
者
の
負
担
が
増
え

る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

　

 

市
長　

現
行
の
介
護
事
業
者
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
、
内

容
や
単
価
に
変
更
な
く
利
用
で
き
る

の
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
負
担
増

と
は
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
住
民
互
助
の
サ
ー
ビ
ス
Ｂ

タ
イ
プ
が
市
内
各
所
で
展
開
さ
れ
れ

ば
、
身
近
な
生
活
支
援
と
し
て
安
価

で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
と
な
る
こ

と
か
ら
、
利
用
者
に
と
っ
て
は
選
択

肢
が
増
え
、
利
便
性
向
上
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。

ＱＡ

存続を申し入れた飯野水源地

　

飯
山
・
綾
歌
の
施
設
を
予
備
水
源

と
し
て
残
し
て
い
く
こ
と
は
、
準
備

協
議
会
の
中
で
本
市
か
ら
申
し
入
れ

を
し
て
い
る
。

　

 

福
部
議
員　

豪
雨
の
際
に
浸
水
の

お
そ
れ
の
あ
る
高
架
下
地
下
道
な
ど

の
危
険
箇
所
を
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
周
知
す
る

と
と
も
に
、
現
場
の
浸
水
状
況
が
分

か
る
よ
う
に
照
明
の
設
置
な
ど
の
対

策
を
取
る
考
え
は
。

　

 
市
長　

本
市
に
は
浸
水
の
お
そ
れ

の
あ
る
地
下
道
が
５
か
所
あ
り
、
一

部
で
は
ポ
ン
プ
を
用
い
た
排
水
対
策

を
行
っ
て
い
る
。
特
に
浸
水
の
起
こ

り
や
す
い
塩
屋
町
、
中
津
町
の
Ｊ
Ｒ

高
架
下
２
か
所
は
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
に
記
載
し
て
い
る
。
残
る
３
か

所
も
看
板
設
置
や
照
明
施
設
の
点
検

に
よ
る
現
場
対
策
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
周
知
啓
発
を
考

え
て
い
る
。

Ａ Ｑ
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い
じ
め
問
題
に

学
校
の
対
応
は

市
民
総
合
セ
ン
タ
ー

名
称
変
更
の
考
え
は

火
災
警
報
器
普
及

意
識
改
革
が
鍵

国
の
社
会
保
障
施
策

市
の
見
解
は

　 

佐
野
議
員　

転
入
者
・
転
居
者
に

と
っ
て
現
在
の
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー

と
い
う
名
称
は
、
市
役
所
機
能
を
有

す
る
施
設
と
理
解
し
に
く
い
。
こ
の

際
、
わ
か
り
や
す
い
名
称
へ
変
更
す

る
考
え
は
。

  

総
務
部
長　

合
併
時
に
設
置
さ
れ

た
綾
歌
・
飯
山
の
両
市
民
総
合
セ
ン

タ
ー
は
、
地
域
密
着
型
の
住
民
サ
ー

ビ
ス
に
努
め
た
結
果
、
今
で
は
、
旧

丸
亀
地
域
か
ら
の
来
庁
者
も
増
え
、

名
称
も
含
め
て
認
知
度
は
浸
透
し
た

と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
名
称
を
改
め
る
よ
り

も
、
全
市
民
に
と
っ
て
、
よ
り
身
近

な
行
政
窓
口
と
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
、
よ
り
一
層
の
工
夫
を
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

Ａ

Ｑ 　 
三
木
議
員　

学
校
で
い
じ
め
が
見

過
ご
さ
れ
た
場
合
、
本
市
で
は
ど
の

よ
う
な
経
緯
・
対
応
と
な
る
の
か
。

　

 

教
育
長　

い
じ
め
は
、
大
人
の
目

に
つ
き
に
く
い
場
所
や
時
間
に
行
わ

れ
る
な
ど
、
学
校
で
の
発
見
が
難
し

い
場
合
も
あ
る
た
め
、
実
態
の
把
握

に
は
周
囲
の
児
童
・
生
徒
や
保
護
者

か
ら
の
情
報
が
重
要
と
な
る
。
そ
こ

で
、
い
じ
め
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

に
、
他
の
児
童
・
生
徒
に
関
す
る
記

述
欄
を
設
け
た
り
、
い
じ
め
の
情
報

を
保
護
者
も
投
か
ん
で
き
る
ポ
ス
ト

を
設
置
し
た
り
す
る
学
校
も
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
地
域
や
関
係
機
関
な
ど

か
ら
の
情
報
提
供
も
重
要
で
あ
る
た

め
、
内
外
に
ア
ン
テ
ナ
を
伸
ば
し
情

報
収
集
に
努
め
て
い
る
。

ＱＡ

　 

内
田
議
員　

火
災
に
お
け
る
死
亡

原
因
の
６
割
が
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も

の
と
の
デ
ー
タ
が
あ
る
中
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
は
命
を
守
る
必
須
ア
イ

テ
ム
の
一
つ
で
あ
る
。
本
市
の
警
報

器
設
置
率
は
全
国
平
均
よ
り
も
低

く
、
対
策
を
講
ず
る
べ
き
で
は
。

　

 

消
防
長　

本
市
の
警
報
器
設
置
率

が
低
い
の
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な

ど
か
ら
市
民
の
火
災
予
防
へ
の
意
識

の
希
薄
さ
が
主
な
理
由
で
あ
る
と
考

え
る
。
こ
の
た
め
、
一
般
家
庭
へ
の

設
置
点
検
指
導
を
増
や
す
な
ど
の
ほ

か
に
、
来
年
度
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

全
戸
に
配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

今
後
も
、
火
災
を
未
然
に
防
止
す

る
こ
と
と
あ
わ
せ
、
当
面
は
設
置
率

70
％
を
目
標
に
取
り
組
む
。

ＱＡ

飯山市民総合センター

　 

尾
崎
議
員　

国
で
生
活
保
護
費
改

定
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
現
状
か
ら

の
引
き
下
げ
は
、
生
存
権
を
保
障
し

た
憲
法
第
25
条
に
違
反
す
る
と
考
え

る
が
、
本
市
の
見
解
は
。

  

健
康
福
祉
部
長　

生
活
保
護
制
度

は
憲
法
第
25
条
で
規
定
さ
れ
た
生
存

権
を
保
障
し
、
生
活
困
窮
者
を
適
切

に
支
援
す
る
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
で
あ
る
が
、
国
民
の
理
解
を
得

る
に
は
社
会
的
公
平
性
の
確
保
は
重

要
で
あ
り
、
社
会
の
実
態
に
合
わ
せ

た
適
正
化
は
や
む
を
得
な
い
と
考
え

る
。
し
か
し
、
本
制
度
が
保
障
す
る

最
低
限
度
の
生
活
は
、
健
康
で
文
化

的
な
生
活
水
準
を
維
持
で
き
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
基
本

的
な
考
え
は
変
わ
ら
な
い

Ａ

Ｑ

生活保護相談窓口は福祉課

住宅用火災警報器
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変
わ
り
つ
つ
あ
る

丸
亀
の
風
景

議会報告会議会報告会
みなさんの　　を　　　へ届けました声 市長

編
集
後
記

　
丸
亀
城
内
を
散
歩
す
る
と
城
内
グ

ラ
ウ
ン
ド
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
西
回
り

の
大
き
な
遊
歩
道
が
で
き
て
い
て
、

多
く
の
市
民
の
皆
様
が
散
策
や
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。

　
遊
歩
道
か
ら
丸
亀
城
に
目
を
向
け

る
と
、
こ
れ
ま
で
見
え
て
い
な
か
っ

た
近
々
改
修
工
事
が
始
ま
る
西
側
城

壁
を
遠
望
で
き
ま
す
。
ま
た
、
丸
亀

城
は
紅
葉
が
大
変
き
れ
い
で
、
歩
い

て
景
色
を
眺
め
る
と
、
緩
や
か
に
変

化
す
る
景
色
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
資
料
館
が
現
在
改
修
中
で
す
が
、

し
ば
ら
く
す
る
と
自
動
ド
ア
や
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
、
最
新
式
ト
イ
レ
の
整
備

な
ど
、
利
便
性
を
向
上
し
て
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
丸
亀
城
の
北
側
、
大
手
町
地
区
周

辺
も
市
庁
舎
の
建
て
替
え
計
画
が

着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
か
ら
託
さ
れ
た
期
待

に
応
え
る
た
め
に
、
少
し
ず
つ
変
化

す
る
丸
亀
の
風
景
で
す
。

広
報
広
聴
委
員
　
川
田
匡
文

　補助金などの返還が発生す
るような場合、直ちに報告す
る。

　会計検査院などで指摘
された事項は、速やかに
議会へ報告すること

　報告会でいただいたご意
見のうち、市へ伝えるとし
たものについて市長から回
答がありました（市議会ホ
ームページに全文を掲載）。
　今後も議会に対する忌憚
のないご意見をよろしくお
願いします。

【回答】秘書広報課

　各種おもてなしや「ART 
SETOUCHI」事業を通年事
業として積極的に取り組む。

　瀬戸芸と本市の芸術・
文化を連動させ、本市の
注目度を上げること。

【回答】文化観光課

　立地適正化計画を通じて長
期的なビジョンを示し、エリ
アごとの施策を検討する。

　長期的なビジョンで
（区割りなど）中心市街
地の新しいまちづくりを
進めること。

【回答】都市計画課

　既存の公園の機能充実と地
域的な偏り改善のために整備
を検討する。

　子供が遊べる公園をも
っと整備すること。

【回答】都市計画課

　順次、歩道整備を進めてい
るが、堤とうの整備には課題
も多く、直ちには難しい。

　歩道の整備とため池の
堤とうを歩けるように整
備すること。

【回答】建設課

　HPや広報紙などを通じて
PRする。

　まちづくり研究チーム
「ヒトコマ」の活動を広
く市民に知らせること。

【回答】政策課　各世代や季節に合わせたイ
ベントの開催など、積極的な
PR活動で来場促進を図る。

　ボートレースまるがめ
に若い世代の来場者を増
やすこと。

【回答】競艇事業局

執行部からの回答執行部からの回答
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